
　
今
回
は
、「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目

的
と
し
た
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
事
業
も
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
大
人
と
ふ
れ
あ
い
顔
見
知
り
に
な
り
、

笑
顔
で
挨
拶
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
氷
上
の
ス
ポ
ー
ツ
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
て
生
ま
れ
た
屋
内
型
の
ニュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
最
初
は
初
め
て
の
体
験

で
戸
惑
い
も
あ
り
、
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子
ど

も
た
ち
も
、

競
技
が
進

む
に
つ
れ
、

大
人
に
負

け
ず
劣
ら

ず
プ
レ
ー

し
て
い
ま

し
た
。

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
青
少
年
の
ひ
ろ
ば

　
地
域
の
大
人
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
体
験
・
学
習
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
昔
の
あ
そ
び
」・「
簡
単
な
手
づ
く
り
お

菓
子
」・「
地
域
の
歴
史
」・「
蛍
の
飛
び
交

う
環
境
」・「
花
の
苗
植
え
」
な
ど
を
体
験
・

学
習
し
、「
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
」
を
楽
し
み
、

最
後
は
「
流
し
そ
う
め
ん
」
を
お
腹
い
っ

ぱ
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
青
少
年
育
成
会

や
区
長
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
郷
土
史
会
、

N
P
O
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
、
健
康

推
進
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
た
く

さ
ん
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

魚
つ
か
み
大
会

　
自
然
と
親
し
む
体
験
教
室
と
し
て
、
夏
休

み
に
土
山
町
の
黒
滝
遊
漁
場
に
て
鮎
と
鱒
の

手
づ
か
み
を
体
験
。
魚
と
子
ど
も
の
格
闘
が

始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
悪
戦
苦
闘
の
子
ど

も
た
ち
も
要
領
が
わ
かって
く
る
と
大
丈
夫
。

一
〇
〇
匹

以
上
の
魚
を

つ
か
み
、
お

昼
に
塩
焼

き
に
し
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。

秋
の
収
穫
祭

　
５
月
に
植
え
た
さ
つ
ま
い
も
を
ス
コ
ッ
プ

や
移
植
ご
て
を
使
って
掘
り
お
こ
し
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
会
の
大
人
の
方
に
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
、
約
一
時
間
半
の
作
業
で
た
く
さ
ん

の
さ
つ
ま
い
も
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
例
年
に
比
べ
て
少
し
小
振
り
で
し
た
。

　
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
は
み
ん
な
で
分

け
合
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
最
後
に
は

焼
い
も
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ホ
ク
ホ
ク
、

ア
ツ
ア
ツ
の
、
い
も
最
高
！

自
転
車
安
全
教
室

　
小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
が
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
の
講
習
を
受
け
ま

し
た
。
小
学
校
周
辺
の
道
路
を
使
っ
て
、

路
上
運
転
を
実
施
し
ま
し
た
。
交
差
点
で

は
、
右
・
左
・
右
の
安
全
確
認
を
必
ず
し

ま
し
ょ
う
。

輝くキラリ No.05

― 古代ロマン漂う里　柏木 ―
　「環境安全部会」・「教養文化部会」・「体育部会」・「健康福
祉部会」・「産業振興部会」・「まちづくり部会」の６つの専門部
会で構成され、住み良いまちづくりをめざし、住民参画型の
事業を進めています。

▲カローリング大会

▲青少年のひろば▲魚つかみ大会

▲秋の収穫祭

かしわぎ
自治振興会

輪
自治振興会の活動内容を紹介しています

地域の

問
い
合
わ
せ

か
し
わ
ぎ
自
治
振
興
会
事
務
局

�

　
（
柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）
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おいし
かった！

「通知カード」を受け取っていない方へ マイナンバー（個人番号）の記入が必要です

マイナンバー「通知カード」は
届きましたか？
　通知カードはマイナンバーを通知するもので、甲賀市では１１月１１日から簡易書留により郵送さ
れています。お手元に「通知カード」が届いているかご確認ください。
　今後、職場や、行政手続などの際に必要となるものです。大切に保管してください。

　ご自宅に不在等で通知カードを受け取っておられな
い方は、市民課または旧支所の地域市民センターで本
人または代理人にお渡しします。また、再送もできま
すのでご連絡ください。

◦通知カードのお渡し場所、問い合わせ先
　混雑をさけるため、住所地により指定させていただ
きます。ご了承ください。
水口町 市民課 ☎ 62-4272
土山町 土山地域市民センター ☎ 66-1101
甲賀町 甲賀大原地域市民センター ☎ 88-4101
甲南町 甲南第一地域市民センター ☎ 86-4161
信楽町 信楽地域市民センター ☎ 82-1121

◦必要な持ち物・書類（原本のみ）
本人が来られる場合
　◦�運転免許証や旅券などの顔写真付きの公的な本人

確認書類１点、もしくは、健康保険証、介護保険証
や年金手帳などの顔写真の無い本人確認書類２点

　◦印かん
代理人が来られる場合
　◦�代理人の確認書類（運転免許証や旅券などの顔

写真付きの公的な本人確認書類１点、もしくは、
健康保険証、介護保険証や年金手帳などの顔写
真の無い本人確認書類２点）

　◦本人の確認書類（同上）
　◦委任状等の代理権を証明する書類
　◦印かん

◦次のような方はご相談ください
　◦病気・障がいなどでご来庁が難しい方
　◦�やむを得ない理由で住民票の住所以外に居住され

ている方
　◦�ＤＶ等の被害者の方で、通知カードが加害者にわ

たり、入手が困難な方

　税や社会保障（年金保険）などの手続きを行う際に、
マイナンバーの記入が必要となりますが、番号の悪用
を避けるため、厳密な本人確認を行うことが義務づけ
られています。
　手続きの際には個人番号カードをお持ちいただくか、
取得されていない場合は、通知カードと運転免許証や
旅券などの顔写真付きの公的な本人確認書類１点、も
しくは健康保険証、介護保険証や年金手帳などの顔写
真の無い本人確認書類２点をお持ちください。

　個人番号カードの申請は、通知カードに申請書と説明
用パンフレットが同封されていますのでご活用ください。

◦個人番号カード、甲賀市の４つのメリット

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

身分証明書として利用 自動交付機を利用

各種行政手続きの
オンライン申請等に利用

コンビニ交付を利用

個人番号カードの申請について

問い合わせ

市民課　☎６２‐４２７２／ ６５‐６３３８

将来
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